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1769年5月24日 の ミ ドル セ ク ス請 願
野 沢 敏 治
18世 紀イギ リスの政治生活は1689年 の名誉革命をもってはじまり,1832年
以降の議会改革運動に結実することを もって,そ の生命をおえる。ここに紹介
する資料は,一 断片ではあるが,18世 紀の政治問題をラディカリズムの立場か
ら賂射 したものである。
名誉革命は,国 法を無視 して中央集権的統治をしようとす るジエームズH世
にたいして,イ ングランド国教会 ・地主貴族 ・地方自治体 ・財産所有者等によ
って既存の政治的 ・経済的利害を守 るためにひきおこされた。 この革命で確認
された政治原則,す なわち議会の同意にもとつ く王位継承 と統治,こ れがその
後のイギ リス政治を規定する。18世 紀は17世 紀に くらべて政治思想的には沈0
滞ぎみであったが,18世 紀の意味は,同 意原則を憲法で唱 うことだけには終 ら
せずにそれを現実のものにするにはどうした らよいか,そ の解答をだそ うとし
たことにある。解答の一つは,議 院内閣制の確立 と財政改革によって国王専制
の根を断ちき り,自 由統治の機構を案出すること。他の一つは,貴 族寡頭的な
議会を中層ブルジョアジーのものにす ること一 腐敗選挙区制廃止 と選挙権拡
大の要求,有 権者に よる議員への強制的指令,短 期議会の要求,等 々。これ ら
の外的機構の案出 ・整備は政治モラルを確立するためにだされた解答でもあっ
た。売位売官や買収をな くして公共精神を発揮 させるためにはど うしたらよい
か,国 民の自己統治能力はどの ように したら育つか,18世 紀はこれ らの問題を
たててその解答をひきだそ うとする。
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名誉革命後の政治体制はモソテスキューが讃美 した ような三権分立体制では
なか った。立法権 ・司法権 ・行政権の分立 とそれ ら相互間の抑制 という政治構
造は実在 しない。それに,分 立ということは主権の存在をあいまいにし,無 責
任な統治を もたらす。三権は融合的で相互浸透的であ り,そ の うちでは議会が
主権的地位をしめつつあった。
司法権は名誉革命以前に くらべれぽ独立的になる。i701年 の王位継承法によ
って裁判官の地位は 「罪過なきかぎり」保証 され,国 王が勝手に任免す ること
はできな くなった。裁判官の給与も定額を支給 されることになった。18世 紀に
は裁判所が商慣習法の確立につ とめて立法に寄与 し,裁 判官が法の専門研究者
として法を認識 しうることを示 した。このように司法権は独立的にな り,立 法
に も寄与するのだが,そ れでも裁判官罷免権は議会にのこされ,議 会 じたいに
も議会侮辱罪にたいする処罰権限が認められた。
立法権は議会がに ぎる。議会法令は国王勅令よ りも優位にたち,国 王は法律
適用にさい して免除権をもつことができな くなる。 また,国 王の地位は議会が
欲す る者に よって占められることとな り,王 位継承令に よって人為的に決め ら
れるようになる。ところで,議会は行政府 と分離 したままの,三権のたんなる一
機関ではない。議会は行政を監督 し,重要な政策決定に関与するとともに,行政
府の存立そのものを支配するようになる。課税や常備軍維持については議会の
同意が必要 とな り,和 戦の決定や条約交渉は形式的には国王の大権にふ くまれ
は して も,議 会の同意な くしてそれを遂行することは不可能になる。予算案制
定のために も議会は毎年開催せざるをえな くな り,こ うして議会が国政上の指
導的地位を確立する。国王は議会における一構成要素KinginParliamentと
され,議 会主権ParliamentarySovereignの 体制ができてゆ く。(一 イギ リス
人のこの議会主権は,の ちに,ブ リテン国王を最高権威にしようとする北アメリ
カ植民地人 との憲法論争で一時危機に陥る。)議会主権を統治機構の面か らみれ
ば,そ れはイギ リスに独自な議院内閣制である。議院内閣制は成文法で規定さ
れた ものではないが,有 効な統治のために徐 々につ くりあげ られた憲法上の慣
行であ った。国王のもとで有給官職にある者も,大臣 も,1705年 以降下院に議席
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を しめることができるようになる。野党やラディカルズは官職保有者を下院か
ら排除するように要求するが,大 臣カミ議席をもつようになってから内閣は実質
的に権力を行使できるようになったのである。また,大 臣は下院の多数を背景
に して国政を運営するか ら,多 数勢力をつ くる必要上,政 党の役割が増大 して,
政党政治の形式が整えられてゆ く。17世 紀のスチュアー ト.絶対王制下では 王
の信任をえた少数の人々が内閣を構成 していたが,そ れを議会の統制のもとに
おこうとしたのが市民革命である。大臣は国王にたいしてではな く議会にたい
して責任を負わせ られ,大 臣と国王との個人的つなが りは断たれ,内 閣は共通
政策をもつ大臣たちで構成される。この連帯責任内閣制はウォルポール首相の
もとで成立 し,若 き青年宰相 ピットの もとで確立する。国王は君臨すれ ども統
治せずの体制が固め られてゆき,閣 議を主宰す る首相が実質的権力者となる。
国王は大臣を政党の領袖か ら,そ れ も第一党(あ るときはホイ ッグ,他 のとき
は トー リー)の なかか ら選任 しなければ有効な統治ができないようになる。国
王は下院や国民の支持をえている人物を自分の好き嫌いで政権から遠ざけてお
くこともできなくなる。 しか し,責 任内閣制 も政党政治 もスムーズに確立 した
のではなかった。また,そ れ らは1760年 に即位 したジ ョージ1旺世の親政によ
って,一 時中断され る。この憲政上の危機を くぐりぬけることによってイギ リ.
スは,小 ピットの時に,首 相に率い られた内閣権力を確立す るのである。こう
して内閣は,国 王の内閣ではな くなって,立 法府のなかの一委員会のごとき存
在 となる。「男を女に し,女 を男にす る以外は,何 事をもな しうる」(ド ・ロル
ム)と までいわれた議会主権が確立 してゆ く。
法制度史や統治機構史の面か らみれぽ議会主権の確立は民主主義的前進であ
る。 しか し,そ こには重要な問題点があった。それは,18世 紀の議会は地主貴
族(上 層の商業 ・金融ブルジ ョアジーをふ くむ)に よって支配されていたとい
うことである。議会は有産階級の一部の者によって支配 され,ホ イ ッグもトー
リーも国王にたいす る政治態度のちがいはあっても,中 層ブルジョアジーや勤
労大衆にたいしては一致 して貴族寡頭制を護持 した。 この貴族的議会を民主的
構成に変 えようとす る運動が18世 紀に発生する。
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議会構成や選挙制度の面からみれぽ市民革命後のイギリスは絶対王制下のフ
コモソズ
ランスとおな じく「旧制度」であった。「庶民」に基礎をもつ下院です ら,議員の
プアミリ　
1/3が貴族であ り,18世 紀前半の下院は約70の 家族によって支配されていた。
下院は公共精神の持ち主の集まりではな く,こ れ ら貴族階級のロン ドンでのク
ラブとで もい うものであった。 下院にはいった商工業者は 土地貴族の113の 割
合 しか しめず,そ れ も東 インド・西インド貿易商人や銀行業者・大製造業者等の
富裕 ブルジ ョアジーによって占め られていた。選挙制度も不合理であった。昔
は町であったが今はほとんど人の住 まないオール ド・セーラムに議員選 出特権
がのこされ,マ ンチエスターやバー ミソガム等の新興都市には選出権カミ認め ら
れなかった。腐敗選挙区制!ま た,選 挙区を自分の私有財産 とした者は自分
の指名する人物を選出す るように有権者に指示する。指名選挙区!選 挙資格
は州選挙区では 年価値40シ リング以上のフ リ ニーホール ド所有者に限定 され,
総人 ロに しめる選挙権者の数は微々たるものであった。被選挙資格は,州選出議
員は年価値600ポ ソ ドの,都 市選出議員は年価値300ポ ン ドの土地所有者に限
定 されていた。下院の議席を得 ようとする者は,さ 嚇こ,選挙区買収や選挙活動
費,議 員任期中の活動費 ・生活費を自弁せねばな らず,そ れ らは大財産所有者
でなければ支払えなかった。選挙資格の点か らも,被 選挙資格 の点か らも,下
院は社会の大多数を しめる勤労大衆のものではなかった。
貴族的な議会寡頭制に異議申立てをおこない,後 の議会改革に結実す る運動
一 「ウィルクスと自由」運動一 を展開 したのがロンドソの民衆とラディカ
ルズであった。この運動は1763年 には じまり,10年 あまりも継続 して1774年
を もって終息す る。
1760年,ジ ョージ皿世即位。 この時にはじまる彼の親政への 企図が発火点
となって,18世 紀議会改革運動が湧きおこる。ジ ョージ皿世はボーリングブル
ックか ら 「愛国王」としての教育を うけ,政 党政治を無視 して君主政治を復活
しようとする。彼は君臨 して,し か も,実 質的に統治をする国王であろ うとす
る。そのために彼は王室費をもって議員を買収 し,議 院内に 「国王の友」派を
つ くって議会を操縦 しようとする。また,国 王大権の一部であった官職任免権
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を行使 して政党の結束を乱そ うとする。 このように して国王は自分の影響力を
議会に行使 し,議 院内閣制に反する違憲的行動をおこなう。.
1763年4月23日 の"ノ ース ・ブ リトゾ'第45号 で,ジ ョン ●ウイル クスが
国王演説を批判する。国王は議会冒頭の演説で貿易商人の利害に対立する内容
の和平案を述べていた。責任内閣制の確立 しているところでは国王演説は大臣
演説に等 しいはずのものであるが,当 時は,政 府批判は国王の大臣にたいす る批
判であ り,国 王 じしんにたいす る批判であるとみなされていた。国王は国家の
安全 とい う名 目で名誉殿損罪を成立させて,文 書 ・著者 ・印刷者を差押え ・逮
捕するための一般令状を国務大臣に発行さぜ る。議員であったウィル クスは逮
パロスソ
捕を免れる特権をもっていたが,そ れを奪われて人身を ロソドン塔に閉 じこめ
られ,印 刷物 ・文書(財 産の一部!)も 差押えられる。法廷に出たウィル クス
は一般令状発行の不法性 と議員特権 侵害の不当性を訴えて勝訴 し,損 害賠償を
得 るとともに議員特権を回復す る。これによって国王 と大臣の名誉は著 しく傷
つけられる。 このときの法廷で,Liberty!Liberty!Wilkesforever.の歓呼
があがった。 第1ラ ウン ドは これを もって終 り,第2ラ ウソドが1766年9月
に始まる。 ウィルクスは借金返済のための資金あつめとして,"ノ ース ・ブリ
トン"を 再刊。また,ポ ープの"木 間論"を 卑狸で不敬な言葉をもって皮肉っ
た"婦 人論"を 印刷。時の首相 ピヅトが同書を国王 と神にたいする不敬である
ときめつけ,ウ ィルクスを告発。この時にはウィル クス支持者のうちの上層階
級が彼か ら離れ るが,中 層 ・下層階級は彼を捨てない。彼 らはウィルクスの文
書が王立取引所で絞刑吏に よって焼却され るときに,汚 物を投げつけて妨害す
る。 しか しウィル クスは年末にフラソスへ亡命。翌1767年1月20日 には下院
の決議に よってウィルクスは除名され,11月1日 には公式に法保護の剥奪を宣
告 される。第2ラ ウンドは国王 ・宮廷派の勝利で終 る。
1768年 にはいると,WilkesandLiberty!の 叫び声は最高潮に達する。2月
6日 ∫ ウィルクスはパ リの債権者か ら逃れて ロンドソに戻 った。 そ して国会議
員総選挙に出るために金を払 って指物師ギル ドのメソバ ーとな り,シ テ辱選出
議員資格を得る。だが運動の出遅れのために落選。失敗にもめげず ウィルクス
'
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は今度は ミドルセクス選出議員になろうと運動する。愛国的なスピタルフィー
ルズの織工が中心 となってウィルクスを支持。3月28日,ウ ィル 之スは3人 の
候補者の うち最高位で当選。 これに喜んだ支持者のうちの下層部分は感情を爆
発 させる。街路占拠,家 々の窓に祝いのための照明を強制,そ れに従おない家
の一部を破壊,家 々の ドアにチ ョークで 「第45号 」 と書 く,市 長公邸や貴顕の
家の窓を破壊,等 々。政府側はウィルクスをなん とか しなければな らない。逮
捕令状が発行され,ウ ィル クスはマソスフィール ドの王座裁判所に出頭す る。だ
が,彼 は保釈を許されず監獄に拘禁される。この情勢下で5月10日,議 会開催の
マジストレ　ト
日が くる。万が一にそなえて政府は治安判事を助けるために軍隊を準備,市 長
は親方連に職人 ・徒弟の監督を要請。午前11時 か ら12時 ごろまでに聖 ジョー
ジ広場に1万5,000人 か ら2万 人の群衆が集合。 この とき軍隊が発砲 し,ウ ィ
ルクス事件で最初の犠牲者が出る。怒った群衆は治安判事の家を襲撃。のちに
なって下院は公安秩序の維持につとめた ロソドソ市長に感謝決議を送 るが,野
党とウィルクスは この機を利用 して政府を攻撃。 しか し,ウ ィル クスは王座裁
判所から100ポ ン ドの罰金と合計22カ 月の禁固刑を言い渡 される。9
翌1769年,ウ ィル クス側は反撃に出る。2月20日,ラ デ ィカルズは権利章
典支持者協会を結成。協会の究極 目的は合憲的 自由を守ることであ り,当面の目
的は ウィルクスの借金を肩がわ りして彼を救出するための金を支払 うことであ
った。 この協会に対立 してシテ ィの上層 ブルジョアジーは王党派に立つQ協 会
側はNoKing!を 叫んで騒動をおこし,こ れを 目撃 した観察者のなかには,放
縦なmobgovernmentよ りも権威つ くではあ ってもabsolutegovemmentを
望む者す らでて くる。2月3日,議 会はウィルクス追放を決議oこ れにたい し
て ミドルセクスの選挙権者であるフ リーホールダーは,2月16日,ウ ィル クス
を再選 させ る。翌17日,下 院は,現 在の議会に ウィルクスは選ばれることは
できないと言 って 彼の被選挙資格を剥奪。3月16日,ミ ドルセクスのフ リー
ホールダーは ウィルクスを三選。翌17日,下 院はその再再選を無効 ときめつ
け る。 しか しフリーホールダーは,4月13日,ウ ィルクスを四たび選ぶ。下院
は,こ れにたいして4月15日,ウ ィルクスに敗れた宮廷側の候補者H.L.ラ
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トレルを ミドルセクス選出議員であると決議する。フ リーホール ダーに認め ら
れてきた伝統的な選挙権が危機にさらされる。…… ここまで くればウィルクス
とラデ ィカルズ側がとる道は国王 と議会への請願である。請願は権利章典に明
記された国民 の権利であ り,請 願を したか らとい う理由で収監され訴追される
ことは違法であった。
請願 の最終草案はロッキソガムに よってまとめられ,抗 議のまとは,ウ ィル
クスのかわ りにラ トレルが認め られたことにのみ しぼ られる。その第1回 の請
願が4月29日 提出される。下院は議席の認定権能を下院にのみみとめ,請 願を
拒ける。その後,抗 議請願の運動はスコットランドとウェールズをのぞいたイ
ングランド全域に広が り,翌1770年 にかけて約20の 州と12の 都市か ら請願が
提出される。 請願署名者は全選挙権者の114以 上の約6万 人にも 達したのであ
るが,署 名は フリーホールダーや フリーマンの 自発性に よるよりも地縁的上位
者の指示に影響され ることが多か った。.また,請 願推進者に よって請願内容に
ちがいがあ り,権 利章典協会と結びついた首都圏のラディカルズは政府の政策
全般を攻撃 し,一 連の苦情grievancesを 国王に訴える。これにたいして,そ
れ まで請願 した ことのない野党 ロッキソガム派は問題を ミドルセクス選挙 とウ
ィルクス個人に限定 し,苦 情を縷々述べてもそれ らは穏健な大土地所有者には
受けいれ られないとみる。ラデ ィカルズの主張を もっとも生々しく反映 した 第
.2回 ミドルセクス請願が,5月24日 に提出される。運動の後半になると,バ ー
ク等のロッキ ソガム派の影響をうけた請願が出始める。8月 末には請願内容に
新 しい動 きが出てきた。それまでは,苦 境を陳述 した うえで国王が大権を もっ
て腐敗 した大臣を免職するよう要求していたが,ウ エス トミンスター請願にな
ると,ラ トレルを承認 した下院 じたいの解散 と新議会の開催 とを要求するまで
になる。 ラデ ィカルズは主張する。議員資格はたんなる下院の決議によって奪
われることはない,議 会制定法による以外は,と 。
続々と提出された請願の結果はどうであったか。1770年 の議会開会に出席 し
たあとの帰路で国王はWilkesforever!の 叫び声に囲まれるが,彼 は動 じな
い。政府 も下院での多数を背景にして請願を無視す る。下院は下院で,署 名者
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の数 よりも,署 名者が穏鰹で影響力のある人 々(た とえば治安判事)や 大財産
所有者(ジ エソ トリイ)で あるか どうかとい うことを重視する。2月19日,ウ
ィル クスは最終的に議 会か ら追放 される。これをみて人々は,選 挙改革に よる
議会の改革だけが問題解決の残された道であると教え られていく。下層市民の
示 した数がそれ相当のものであると当局に認めさせてい くことがその後の歴史
となっていった。……刑期をつ とめて釈放 された ウィル クスは,ロ ン ドン市に
地位を得ることに方向を転換。他方,請 願に答えない国王にたいしてシティや
ミドルセクスか ら諌奏が提出されるが,こ れは地方への広が りをみせず,効 果
な く終る。
翌1771年 か ら「ウィルクスと自由」運動の最終回にはいる。この年にシティ
と・下院とのあいだで議会討論公開をめぐる争いが発生。1728年2月26日 に下
院は,議 会が認可 したもの以外の議会討論を新聞に載せることを禁止決議 して
いたが,こ れは実際には守 られていなか った。 そこで,'71年2月5日,下 院
は'28年 決議の強化をはかって,そ れに従わない印刷人の逮 捕 ・召喚を命令。
印刷人はこの強行措置に反抗して逃亡。国王は逃亡者1人 につきそれを引連れ
てきた者に50ポ ソドの報償金を与えると宣言。 これにたいしてシティの 愛国
老は勅許状で認められた 自分たちの特権を主張する。 フリーマ ンを合法的に逮
捕できるのはシティの治安官である,と 。 ウィルクスは,報 償金ほ しさに使用
人に よって連行されてきた当の印刷人を解放。 また,印 刷入逮捕にむか った下
院の文書送達吏をシテ ィの治安官が捕えて市長のもとに連行,市 長は この行為
を支持。 シティ側のこのような行動は野党 ロッキ ンガム派か らすれば,行 政権
力をチエックする下院の力そのものを弱めるように映る。議会 ・政府は強行な
態度を くずさず,シ テ ィとのあいだで衝突を くりかえすが,結 局,議 事録は公
開されるようになる。議会側は印刷人の報道によって人々が誤導されるのでは
ないか とおそれるが,文 字を読めて政治に関心をもつ者か ら議事録を秘密にす
ることはもはやできな くなるのである。
1774年10月,ウ ィル クスはロソドソ市長になる。 このときにWilkesand
Libertyの 叫び声は消える。同年12月 には彼は ミドルセクス選出議員に返 り咲
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き,ま た,年 収1,500ポ ンドめ市収入役に もなって負債を返す ことができるよ
うになる。 こうして野心をはた したウィルクスは,1780年 のゴー ドン暴動のさ
いには,イ ソグラソ ド銀行を守るために,か つての彼の支持者に銃をむけるよ
うにな り,次 第に改革を放棄 してい く。1789年 のころには彼は 「死火山」の名
をつけ られるほど活動に うとくな り,フ ランス革命にたいしては恐怖の感情を
いだ くようになる。旧敵のジョージ皿世 とも和解 し,1797年 に死んだ ときには
彼は新 トーリー主義者 となっていた。産業革命の激動に よる時代の変転が彼を
政治的 「変節」者に仕立てるのである。
ウィル クス,そ れはジ ョージ皿世と宮廷派か らもっとも忌み嫌われた名であ
った。ThatdevilWilkes!ま た,植 民地の自由獲得に献身 したB.フ ランク
リンにとって もその名は 「法の保護を奪われた者,人 品の卑 しい,一 ファージ
ソグに も値い しない亡命者」であった。 そして,国 王専制の企みに 終始抵抗
したノミー クに とってもその名は政治的 「無節操」に結びつ くものであった。し
かし,ひ るまずに国王と政府に挑戦して勝利さえす るウィルクスをみて,彼 を
熱狂的に支持する人 々がいた。彼の支持者は 「ウィルクスと自由!」 を叫び,
そのスローガンは シテ ィの壁をこえて ロンドソ首都圏にまで,と きにはイング
ラン ドの他地域に まで広がった。 またそのスローガソは,1763年 か ら1774年
までの間で憲法が問おれる無数の局面で採用された。この運動の意義は,そ れ
が ウィル クス個人の政治的自由を要求したこととともに,い やそれ以上に,そ
れ まで政治的 自由をふみにじられてきた者が自分 じしんの地位にめざめたこと
にある。同意にもとつ く統治 とボう政治原則が,貴 族や富裕 ブルジョアジーの
域をこえて,都 市の中 ・下層商工業者や地方の下層土地所有者の問題 となりは
じめたのである。ウィルクスの支持者は ウィル クス個人にではな く,ウ ィルク
スが置かれた政治的境遇を知ってその境遇のほ うに同情 した人 々であった。ウ
ィルクスじしんは 自分の信奉者を軽蔑 していたのであるが,彼 の支持者たちは
彼から煽動されて動 くこと以上に,自 分たちの政治的権利にめざめて動いたの
である。彼 らがウィルクスにたいする共感的感情を表出するときに,た とえそ
の表現方法カミ乱暴であったとしても,ま た明確な綱領に したがった組織的行動
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を とらなかったとしても,彼 らが激発させた怒 りの感情は,長 いあいだにわた
る政治的 ・経済的 ・社会的抑圧にたいしてむけ られた正義の感情,resentment
であった。この感情を示 したウィルクス支持者をもっと詳 しくみてみ よう。
支持者の中核は ロゾドソ首都圏の中 ・下層商人であり,と くにシティ内の中
・下層市民であった。シティ内の政治 ・社会構造はつ ぎのとうり。
`ユ)上 層 ブルジョアジー。株式会社(東 インド会社 ・南海会社等)理 事,富
裕貿易商人,銀 行業者,保 険業者等のInoneiedinterest。 ジェ ントリイに移行
しうる階層で,国会議員になれ るほどの富の持主。彼 らは政府に金を貸 しつけ,
政府の送金事務をひきうけ,政 府 との契約に出資をするか ら,国 政に参与する
地位を しめ うる。 したがって,彼 らは既存体制の維持に利害を感 じ,宮 廷 ・貴
族か ら影響を うけやすい存在である。また彼 らは都市貴族的で,シ テ ィ内では
市参事会員の地位を しめる。 この地位に選挙される者は当時3万 ポン ド以上の
資産所有者のみであるとされていた。
(21中 層 ブルジ ョアジー。中層以下の卸売 ・小売商人,親 方製造業者,職 業
的専門人等のmiddlingclass。 彼 らは国会議員選挙権をもつが被選挙資格をも
たない。また,市 政の役人(市 長 と市参事会員)の 選挙権をもつが被選挙資格
を もたない。彼 らはシテ ィ内の家屋所有者であ り,フ リーマン,ま たは カソパ
リヴ リイマソ
ニィの同業組合員として市会やコモン・ホールに集ま り,シ テ ィの政治的中核
を構成す る。彼 らは上層市民を国家財政の寄生者 とみなし,自分たち輸出関連業
者の利益を守ることがイギ リスの繁栄につながって愛国的であると主張する。
そ して,植 民地をめ ぐる戦争で自分たちの商業的利益を損なうような場合には
政府を激 しく攻撃する。彼 らは上層市民 と利害が対立的であるか ら,シ テ ィか
ら議会に選出された富者を自分たちの代表 とはみなさない。みずか らの経済的
実力にプライ ドをもち,そ れにふさわ しい政治力をもとめるようにな り,同 じ
く政治的に疎外 されている野党 と連携するまでに成長 した中層階級。 しか し彼
らは野党とは一線を画する。彼 らは院外勢力であるが,院 内野党の専門政治家
か ら指導されるどころか,議 会改革運動においては自分たちの政治 プランを議
員に強いて,野 党を先導す るほどに自立的 となった民衆であった。そ して,野
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党をふ くむ貴族政治全体を崩壊させるような改革要求 と政治行動形態を もつま
でになった。彼らの独立心は旺盛で,合 法的な請願よりも調子のはげ しい諌奏
Remonstranceを 国王に提出するほ どであった。 自分たちは教育 もあ り,文 字
(=議 会議事録)も 読め,そ れなりの地位と身なりを もち,た んなるmobと
はちが うのだ!わ れわれはある特定党派のために動かされた り,他 人の利害
のために金銭で雇われる者ではない!財 産 の大小にかかわ らず選挙権は平等
であ り,愛 国心は財産の大小と無関係である!み ずか らの富 と力 の 重 要 性
を'自覚 したシテ ィ中産階級。1761年,・ シテ ィの 指導者ベ ックフォー ドは 下院
で演説 して次のように言 っていた。「人々の良識senseofthepeopleと い う.
モ ブ
ことは,議 員各位!き わめて偉大なものである。私は暴民を意味 しているの
ではない。上層をさしているのでもな く,底 辺をさしているのでもない,く ず
は,お そ らく,カ ス同様賎 しいものである。あなたがた高貴な身分の人々に関
ネ　シ ロン
してい うならぽ,上 流に位する約1,200人 の人 々は,国 民の本体に対 していか
ほどの ものであろうか。他で もあ りません。議員各位!私 はあえていうが,
パブ リツク
彼等がいわばその下位にあるのである……その人々は国民に対 して支払 ってい
るより多くを国民か ら受けている。もしあなたがたが,そ の人々の貸借を計算
して,そ の差引残高を公正にかきあ らわそ うとす るな らぽ,そ の結果は,収 入
の3分 の1以 上を国民か ら借金 している債務者 となることであろ う。私が人民
の良識 という時,私 は,イ ソグラン ドの中流の人 々themiddlingPeopleす なわ
マニユフアクキニアヲ　 マロチヤソ ト
ち製造業者,ヨ ーマソ層,大 商人,地 方のジエ ントルマンなど,時 代のまった
だ中に働いている人 々を意味 しているのである……彼等は,こ の点 もっとも敏
感なのだが,自 分たちを安楽にし,ま たは不安定にするところの国民の状態や
行為に干渉する権利をもっているのである。また,こ のように限定して解され
ビ　ブル
たイソグラン ドの国民は,自 分たちがよく治められているかいないかを,世 界
ネロシヨソ
中 のいかな る国民 よ りも,お そ らくよ く知 ってい る ところの好人物 で,き わめ
て分 別 のあ る人 々な のであ る」。(L.S.サ ザ ラ ン ド 「18世 紀政 治におけ る ロン
ドソのシテ ィ」,岩 間正光訳 『18世 紀 政治史上 の ロン ドソ』29-30頁)
〔3】下層民 。 ウ ィル クスに よってinferiorsetofpeoPleとよばれた人 々で,
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第4身 分的存在。上は商店主 ・熟練労働者か ら,下 は不熟練労働者 ・かごかき
・荷物運搬人までをふ くんだ賃銀稼得者で,そ の大部分は中間的な地位にある
渡 り職人 ・徒弟 ・使用人で しめ られる。彼 らは政治的にも経済的にも疎外され
ていた。「ウィルクス と自由」のス ローガソを叫んで街頭でもっとも活動 的 で
あ ったのは彼 らであ り,典 型的にはスピタルフィールズの絹織工や,ロ ン ドン
東部の石炭運搬人(ア イルラン ド人でカソリック教徒)で あった。彼らは破壊
行動の中心であったが,人 身と家屋にたいする攻撃は伝統的方法にのっとった
ものであ り,破 壊のための破壊や略奪 ・飲酒めあての暴動にでることはほとん
どなかった。攻撃人物に似せた人形を焼いた り,乗 っている馬車に石や汚物を
投げた り,窓(ガ ラス)や 玄関戸 ・動か しうる家具等の破壊に とどまり,家 が
まるごと引倒された り,放 火 された りすることはほ とんどなかった。彼 らは権
力の不平等な配分にたい して本能的に感 じていた怒 りをそのように して爆発さ
せた。 そ して,一 「ウィルクスと自由」運動に直接の関連はないが一 富
の不平等な分配にたいして も怒 りを爆発させ ることがあった。彼 らの主要関心
はパソ価格と家賃の動向にあ り,と くに穀物価格が上昇 したときにはス トライ
キをして雇主に賃上げを要求することが瀕発 した。そのさレ・に彼 らは,賃 上げ
に応 じない親方や自分たちと一緒に行動 しない職人が所有する織糸(織 機にか
か っている高価 なタテ糸)を 破損 した。また,自 分の一時的な失業の原因を機
械や,安 い賃銀で雇われ ることに同意 した他の労働者に もとめ,機 械を破壊 し
た り,安 価な労働者の解雇を雇主に強要 した りした。……結局,彼 らの叫んだ
政治スローガソは中層階級のものであ り,彼 ら下層階級は 自分たちの意見をシ
ティや一国の正規の統治機構に反映させ ることはできなか った。いまだ彼 らは
合理的な組織行動のもとで改革案を提示するまでには至 らなか った。彼 らは権
力を欲 していなかったのである。また彼 らは,彼 らをとりまく環境のために,
まちがった物 と人に怒 りをぶつけたのであった。
ウィルクス支持者の中核はシテ ィ中層階級(地 方では小フリーホールダー)
に代表される。彼 らは政治的にはラディカ リス トであ り,現 在を国家危機のと
きとみなした。民意を政策に反映 させずに国家を破滅に導いているものはなに
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か。それは,腐 敗選挙区制であり,そLて,下 院議員が国王 ・政府か ら官職 と年
金を受領 して自らの独立的判断を もてな くなっていること,7年 会期法(1716
年以来)に よって議員が長期間選挙権者の監督か らのがれやす くなゐて喝・るこ
と,民 衆の自由にとって危険な常備軍,等 である。このような現状分析の うえ
でラデ ィカリス トは改革 プラソを次のようセく提示する。 より平等な代議制をし
く,議 員が国王の影響力を うけない ように財政改革を施行す る,議 会会期を3
年 または1年 の短期にする,常 備軍を縮少する,等 。 これ らの改革プランは旧
来か らのものであって,そ のかぎりで革命的ではないが,名 誉革命の政治原則
を実質的なものにするとい う意味では革命事業の延長であった。そ して,常 備
軍縮少 ・短期議会をのぞけば,他 のプラソは19世 紀には 実現されているので
あるか ら,18世 紀ラディカ リズムはその後の政治改革の先駆をなす ものといえ
よ う。
財産が権力をつ くるべきであって,権 力が財産をつ くるべきではない。シテ
ィ中産階級は,特 権的貿易や特権的金融による政商的富を批判 して,非 特権の
新 しい財産(輸 出産業中心の実業的富)に 適合す るような,そ してその意味で
の人口に適合す るような選挙改革を要求する。自己の重要性にめざめた新 しい
財産が主権のあ りようを根底か ら変えてい く。(18世 紀のラデ ィカリズムに限
界カミあることは認識 しておかねぽならない。 その要求は非所有者であ る 労 働
者 ・婦人 ・奴隷の権利をふ くまないもので,人 民主権的ではなかった。それは
一定額地租納税者や家屋所有者等の財産所有者間での政治的差別をな くそ うと
す る,限 定された民主主義の要求であった。)
ところで18世 紀はいまだコネ社会であった。 国民の一人々々が 公共精神を
もって 自己の政治的判断力を形成することが困難な時代であった。と くに農村
では一部の富裕なジエソ トリイの意向がそれぞれの州全体の動向を決定 してい
た。それだけに,貴 族の垂直的指導か らはなれて活動するラデ ィカリズムは,・
貴族の誇 りを著 しく傷つけた。ラデ ィカリス トはそれまでの貴族的政治にはみ
られなか った新しい運動形態を生む。 街頭でのデモ(演 奏パ レー ドつき),ス
ローガソの叫び声,ア ジテーシ駿ン,ビ ラまき,新 聞 ・雑誌での報道,水 平的
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な通信委員会の設立,ク ラブやコーヒー ・ハウスでの集会,議 員と選挙権者 と
のあいだの通信,等 々。なかでも議員にたいする強制的指令は野党のノミー クが
激 しく反対 したものであった。指令instructionと は,選 出母体が選出議員に
議会内での発言内容や投票に指示をあたえることである。指令書を渡す ラデ ィ
カルな団体は野党議員にたい して自分たちの改革案に賛成するように追 り,総
選挙 のときには立候補者に公約す ることとひきかえにのみ支持をあたえようと・
噛
した。
以下に掲載 す る第2回 ミ ドル セ クス請願 は,18世 紀 ラデ ィカ リズムの,「 ウ
ィル クス と 自由」 運動 の主張 を伝 える 一資料 であ る。Gentleman'sMagazine
Vo1.39,June1769.(pp.289-292)に報 道 された ものに拠 った。(ア ル フ ァベ
ッ トは現代表記 に直 してあ る。)
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WE,yourhlajesty'sdutifulandloyalsubjects,thefreeholdersofthe
countyofMiddlesex,begleave,withalla鉦ectionatesubmissionandhumi・
Iity,tothrowourselvesatyourroyalfeet,andhumblytoimploreyour
paternalattentiontothosegrievallcesofwhichthiscounty,andthewhole
nationcomplain,andthosefearfulapprehensions'withwhichthewhole
Britishempire,ismostjustlyalarmed..
.Withgreatgriefandsorrow,wehavelongbeheldtheendeavoursof
certainevil.lninded'persons,whoattempttoinfusehltoyourroyalmind,
notionsandopinionsofthemostdangerousandpernicioustendency,and
whopromoteandcounselsuchmeasuresascannotfailtodestroythat
harmoロyandcon丘dence,whichshouldeversul〕sistbetweenaj亡stand
virtuousprince,andafreeandloyalpeople.
Forthisdisaffectedpurposetheyhaveintroducedintoeverypartof
theadministrationofourhappyIegalconstitution,acertainunlimitedand
indefinitediscretionarypower;topreventwhichisthesoleailnofallo廿r
laws,andwasthesolecauseofallthosedisturbancesandrevolutions
whichformerlydistractedthisunhappycount士y;forourancestorsbyth6ir
ownfatalexperience,wellknew,thatinastatewherediscretionbegins,
1aw,Iiberty,andsafetyelld.Underthepretenceofthisdiscretion,or,as
itwasformerly,andhasbeenlatelycalled-LawofState-Wehaveseen.
EIlglishgul)jects,andevenamelnberoftheBritishlegislature,arrested
byvirtueofageneralwarrant,issuedbyasecretaryofstate,contraryto
thelawoftheland.
Theirhousesrifledandplundered,theirpapersseized,andused母sロ サ
evidenceupontria1.「
`Theirbodiesco㎜ittedtocloseimprisonment.
TheHabeasCorpuseluded. .
Trialbyjurydiscountenanced,andthe丘rstlawo缶cerofthecrowロ
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publicklyins量nuatingthatjuriesarenot‡obetrusted.
Prihterspunishedbythe』Myinthesupremecourtwithoutatria1
,bytheirequals,-withoutanytria1 .atalL
Theremedyofthelawf6rfalseilnprisonmentbarredanddefeated。
TheplaintifEandhisattorney,fortheirappealtothelawoftheland,
punishedbyexpencesandimprison皿ent,andmadebyforcedengagements
todesistfromtheirlegalc1註im.
AwrithlgdeterminedtobeaIibelbyacourtwh夢reitwasnotcogni.
zableinthefirstinstance;contrarytolaw,becauseallappealisthereby
cutofE,andinferiorcourtsandjuriesin且uencedbysuchpre・4etermination.
Apersonconde㎜edinthesaidcou蛇astheauthorofthesupposed
libelunheard,withoutdefenceortrial.
Unjusttreatmentofpetitions,byselectingonlysuchpartsaslnightbe
wrestedtocriminatethepetitioner,andrefushgtohearthosewhichmight'
pr㏄urehimredres串.
Thethanksofonebranchof.thelegislatureproposedbyaMrto
l)egiventoanacknowledgedoffenderforhisof[ence,withthedeclared
intentionofscreeninghimfromlaw..`
Attach皿entswrestedfromtheiroriginalintentofremovingobstructions
totheproceedingsoflaw,topunish,bysentenceQfarbitrary丘11eand
imprisonment,withouttrialor尽ppeal,supposedof[encescommittedoutof
court.
PerpetualimprisonmentofanEnglishmanwithouttrial,conviction,or
sentence,bythesamemodeσfattachment,whereinthesamepersoRis
atonceparty,accuser,judgeandjury.
Ihsteadoftheancientandlegalcivilpolice,themilitary・introducedat'
everyopportunity,u㎜ecessarilyandunlawfullypatrollingthestreets,to
thealarmandterroroftheinhabitants.
Thelivesofmanyofyourmajestゾsinnocentsubjectsdestroyedby
militaryeXeCUtiOn.・ 、
Suchmilitaryexecutionsole㎜1yadjudged'tobelegal.'、-
Murderabetted,encouragedandrewarded.
Thecivilmagistracyrenderedcontemptiblebythe.appointmentof
r
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improperandincapablepersons.
Thecivilmagistratestamperedwithbyadmi且istration,andneglecting
andrefusingtodischε〔rgetheirduty.
MobsandriotshiredandraisedbytheMy,i且ordert6justifyand
.recommendltheirownillegalproceedings,andtoprejudiceyourmajesty's
mindbyfalseinsinuationsagainstthe・10yaltyofyourmajesty'ssubjects.
Thefreedomofelectionviolatedbycorruptandundueh1且uence,by
unpunishedviolenceandmurder・ .
Theluミtverdictsofjuries,andtheopinionofthejudgesover.rule(1by
falserepresentations石oyourmalesty;andthedete「minatl6nbfthelawset
asidebynewunprecedentedanddangerousmeans;therebyIeavingthe
guiltywithoutrestraint,andtheinjuredwithoutredress,3ndthelivesof
yourIIlalestゾssubjectsatthemercyofeveryruf丘anprotectedbyadmihi・
stratlon.
Obsoleteandvexatiouscla三msof・thecrownsetonf60tforpartialapd
electionpurposes.
Partialattacksonthelibertyofthepress:士hemostdaringandpemi。
ciouslibelsagaihsttheconstitution,andagainstthelibertyofthesubject,
behlgallowedtopassunnoticed,whiletheslightestlibelagainstaminister
ispunishedwiththeutmostrigour.・
Wickedattemptstoencreaseandestablishast{mdingarmy,byendea.
vouringtovestinthecrownanunlimitedpoweτoverthemilitia;which,
shouldtheysu㏄eed,mustsoonerorIater,subverttheconstitution,by
augmentingthepowerofadmhlistrationhproportiontotheirdelinqu弓11cy.
Repeatedendeavours.todiminishthei叫portanceofmembersofparlia.ノ
mentindividually,inordertorenderthemmoredependentonadministration
collecti†ely.Eventhreatshavingbeenemployedbyministerstosuppress
thefreedo血ofdebates;andthewrathofparliamentdenQuncedagaillst
measuresauthorizedbytheIawoftheIand.
ResolutionsofonebranchoftheIegislature,setupasthelawofthe
land,beingadirect、usurpationoftherightsofthetwootherbranches,
andthe士eforeamanifesthlf士ingementoftheconstitution.
PublicInoneyshamefullysquanderedandunaccountedf6r,anda11
ヱ.ZO
enquiryhtothecauseofarrearsinthecivillistpreventedbytheministry.
Inquiryintoapay・master'spublicaccountsstoppedintheexchequer,
thoughthesumsunaccountedforbythatpaymasteramounttoabov6forty
In至11ionssterling・.
、
PublicIoanspervertedtoprivate皿inisterialpurposes.'
Prostitutionofpublichonoursandrewardstomenwhocanneither
pleadpub正fcvirturenorserv三ces・ 『
、Irreligionandimmorality,soeminentlydiscountenancedbyyourma.
jesty'sroyalexample,encouragedbyadministrationbothbyexalnpleand・
precept.
Thesamediscretionhasbeenextendedbythesameevilcounsellors
toyourmajesty'sdominionsinAmerica,andhasproducedtooursufEering
fellowsubjects,illthatpartoftheworld,grievancpsandapprehensions
similartothoseofwhichwecomplainathome*.
福OS'G7α0づ0%S50"θ7θ ∫8Pπ,
SucharethegrievancesandapprehensionswhichhaveIongdiscontented
anddisturbedthegreatestandbestpartofyourmajesty'sloyalsubjects.
Unwilling,however,fointerruptyourroyalrepose,thoughreadytolay
downourlivesandfortunesforyourmajestゾsservice,andfortheconsti..
tutionasbylawestablished,・wehavewaitedpatiently,Qxpectingaconsti.
tutionalrelnedybythemeansofourownrepresentatives;1〕utourlegal
andfreechoicehavingbeenrepeatedlyrejected,andtherightofelection
now丘nallytakenfromusbytheunprecedentedseatingofacandidate,
whowasneverchosenbythecounty,andwho,eventobeco皿eacandidate,
wasobligedf士audulentlytovacatehisseatinparliamellt,underthepretence
ofaninsignificantplace,invitedtheretobythepriordeclarationofaminister,
thatwhoeveropposedourchoice,thoughbutwithfourvotes,shouldbe
declaredmemberforthecounty,Weseeourselvesbythislastactdeprived
ev6nofthefranchisesofEnglishmen,reducedtothemostabjectstateof .
slavery,andlestwithouthopesoτmeansofredress,butfromyourmajβsty
orGod.
Deignthen,mostgracioussovereign,tolistentotheprayerofthe
mostfaithfulofyourmajesty'ssubjects;andtobanishfro皿yourroyal
ヱ11
favouτ,tτust,andconfidence,forever,thoseevilandperniciouscounsellors,
whohaveendeavouredtoalienatetheaffectionofyour皿ajesty'smost
sincereanddutifulsublects,andwhosesuggestionstendtodepriveyour
peopleoftheirdearestandmostessentialrights,alldwhohavetraiterously
daredtodepartfromlthespiritandIetterofthoselawswhichhavesecured
thecrownoftheserealmstotheH6useofBτunswick,inw1オchwemake
ourmostearnestpaye士stoGod,thatitmaycontinueuntarnishedtothe
latestposterity.
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THEMiddlesexpetitionhaving.mentionedthatgriev昂ncessimilarto
.thoseofwhichthiscountrycomplahlshavebeenextendedtoAmerica,
suf[erme,tospecifythosegri愈vancestothepublic;you皿aydependon
theirbeingrea1.
Theirgrievallcesare,』
1.Rais血gaperpetualrevenuewithoutthecollsentofthepeople,or
oftheirrepresentative,iHviolationofthesacredandvitallyconstitutional
rightofrepresentation. 、
2.Generalwarrants,underwhichanyQ伍cerorservant'inthecustoms
maybreakopena皿an,shouse,closet,chesち&c.athispleasure.
3.Estaもlishingthearbitraryandoppre§sivepowersofexciseinthe
customsbytheappointmentofjudges,duringpleasure,tot】 馴allreveロue
causeswithoutjury.
4.Compellinghismajesty'ssubjectstotria1,inallrevenue皿atters
outoftheirrespectivecolonies.
5.Asecretaryofstatese賦dihgar6quisitio且totheassemblyatBoston,
withthreatstendingtoforcetheirdeterminations,whichbytheconstitution
oughttobefree.
6.ThreateningandpunishingtheAmericanassembliesfbrattempting
topetitiontheking,thoughtheactofsettlementexpresslysecuresthis
rightunlimitedtothesubject.・
7.Raisingarevenuebyprerogative,withotherarbitr我ryimpositions,
beinganotherviolatiohQfanexpressarticleintheactofsettle風ent.
1ヱ2
8.Mlsapplicationofthepermanentrevenue飴rsupportofgovem雄1ent,
grantedbyseveralassembliesinAmerica,andoftherevenuegrantedby
actofparliament.
9.ImpoweringthecrowntoseizealldsendovertoBritain,the
Americansubject,withoutanyIegalindictment,orbillfoundbyjury.
'10
.SuspendingthelegislativepoweroftheassemblyofNewYork,
『
soastodestroythatfreedomofdebateanddeterminatlonwhichisthe
necessary,unalienable,and「constitutionalrightofsuchassemblies.
11.Ωuartering601diersbyviolenceinthetownofBoston,inde丘ance
ofanactofparliament.
These,Sir,血)rmthepτhlcipalgrievancesunderwhichAmerica1包bours;
grievancessoatrocious,thattoanyoneimpressedwiththeleastsenseof
liberty,theyneedonlytobementioned,thattheymaybefeltandabhorred.
AtpresentIhavethisonlytoadd,thattheywhohavecounselled
theseoppressivemeasures,maywelItremblefortheevent,whentheyare
remindedofitsbeinganarticleintheimpeachmentofmyLordClarendon,
``thathehadintroducedanarbitrarygovemme
ntintohismajesty'sseveral
Plantations.,,
1〃%,S〃,y∂z〃 ・s,(旦o.・C.L.
